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 第  １     農  ⽤  地  利  ⽤  計  画 
 １     ⼟  地  利  ⽤  区  分  の  ⽅  向 
 （１）  ⼟  地  利  ⽤  の  ⽅  向 
 ア     ⼟  地  利  ⽤  の  構  想 

 舞  鶴  市  は、  京  都  府  の  北  東  部  に  位  置  し、  東  は  福  井  県  ⾼  浜  町  に、  南  は  綾  部  市  に  ⻄  は  福  知  ⼭  市  と 
 宮  津  市  に  そ  れ  ぞ  れ  隣  接  し  て  い  る。  ⼀  ⽅、  北  は  ⽇  本  海  若  狭  湾  に  ⾯  し、  海  岸  線  は  リ  ア  ス  式  海  岸 
 で、  そ  の  延  ⻑  は  １  １  ９  ．  ９  ｋ  ｍ  で  あ  る。  市  域  ⾯  積  は  ３  ４  ２  ．  １  ｋ  ㎡  で  京  都  府  総  ⾯  積  の  約  ７  ． 
 ４  ％  を  占  め  て  い  る。  こ  の  う  ち  ⼭  林  が  市  総  ⾯  積  の  約  ７  ９  ．  ０  ％  を  占  め  平  地  が  少  な  い  こ  と  か  ら、 
 ⼈  ⼝  及  び  産  業  は  臨  海  部  の  平  坦  部  に  集  中、  そ  の  中  ⼼  部  で  は  市  街  化  が  進  ん  で  お  り  農  地  率  は  き  わ  め 
 て  低  い。 

 気  象  条  件  は、  年  平  均  気  温  １  ５  ．  ３  ℃  、  年  平  均  降  ⽔  量  ２  ，  ４  ３  ６  ．  ０  ㎜  で  ⽇  本  海  特  有  の  特  性 
 を  有  し  春  は  乾  燥  し  た  強  い  南  東  ⾵  の  吹  き  お  ろ  す  フェー  ン  現  象  が  起  こ  り  や  す  く、  ４  〜  ５  ⽉  は  湿  度 
 が  低  く  ⾬  も  少  な  い。  夏  は  ⾼  温  多  湿  で  酷  暑  が  続  き、  最  ⾼  気  温  ３  ５  ℃  を  越  え  る  ⽇  が  少  な  く  な  い。 
 冬  は  対  ⾺  暖  流  の  影  響  を  受  け  て  気  温  は  あ  ま  り  低  く  な  ら  な  い  が、  季  節  ⾵  の  た  め  ⾬  や  雪  が  多  く  な 
 る。  特  に  晩  秋  か  ら  冬  に  か  け  て  は  「う  ら  に  し」  と  な  り、  快  晴  ⽇  は  極  め  て  少  な  く  曇  り、  ⾬  が  続  き 
 湿  度  も  ⾼  く  濃  霧  の  発  ⽣  す  る  ⽇  が  多  い。 
    交  通  条  件  は、  本  市  の  中  央  部  を  国  道  ２  ７  号  線  が  通  り、  東  は  福  井  県  ⾼  浜  町  ⽅  ⾯  及  び  南  は  綾  部  ⽅ 
 ⾯  へ  伸  び  て  い  る。  ま  た  国  道  １  ７  ５  号  線  が  福  知  ⼭  ⽅  ⾯  へ、  国  道  １  ７  ８  号  線  が  宮  津  ⽅  ⾯  へ  そ  れ  ぞ 
 れ  伸  び  て  い  る。  ⾼  速  道  路  は、  平  成  ２  ６  年  ７  ⽉  に  舞  鶴  若  狭  ⾃  動  ⾞  道  が  全  線  開  通  し、  敦  賀  JCT  で 
 北  陸  ⾃  動  ⾞  道  と、  ま  た  吉  川  Ｊ  Ｃ  T  で  中  国  ⾃  動  ⾞  道  と  接  続  す  る  と  と  も  に、  平  成  27  年  7  ⽉  に  京  都 
 縦  貫  道  の  丹  波  Ｉ  Ｃ  〜  京  丹  波  わ  ち  Ｉ  Ｃ  間  の  開  通  に  よ  り  京  都  市  内  と  結  ば  れ  て  い  る。  鉄  道  は  ⻄  舞  鶴 
 駅  が  Ｊ  Ｒ  舞  鶴  線  と  京  都  丹  後  鉄  道  宮  舞  線  の  結  節  点  に  なっ  て  い  る。  航  路  は、  京  都  舞  鶴  港  東  港  で  ⼩ 
 樽  港  と  の  間  に  ⼤  型  カー  フェ  リー  が  週  ７  便  就  航  し  て  い  る。  ⼀  ⽅、  京  都  舞  鶴  港  ⻄  港  で  は、  韓  国 
 （釜  ⼭）  及  び  中  国  （⼤  連  等）  と  の  間  に  コ  ン  テ  ナ  定  期  航  路  や  韓  国  （東  海）  及  び  ロ  シ  ア  （ウ  ラ  ジ 
 オ  ス  ト  ク）  と  の  間  に  国  際  フェ  リー  定  期  航  路  が  開  設  さ  れ  て  い  る。 
    ⼈  ⼝  に  つ  い  て  は、  昭  和  ３  ４  年  ４  ⽉、  １  ０  ３  ，  １  ３  ７  ⼈  で  あっ  た  が  平  成  ３  ０  年  １  ０  ⽉  で  は  ８ 
 ０  ，  ７  ２  １  ⼈  と  減  少  し  て  い  る。  ⼈  ⼝  形  態  は  市  全  域  で  ⾼  齢  化  が  進  み、  さ  ら  に  農  漁  村  地  域  に  お  い 
 て  は  過  疎  化  も  進  ん  で  い  る。 
    産  業  別  就  業  ⼈  ⼝  は、  第  ⼀  次  産  業  が  ⼤  き  く  減  少  し、  第  ⼆  次  産  業  も  微  減  し、  第  三  次  産  業  は  増 
 加。  今  後  も  第  ３  次  産  業  の  増  加  を  ⾒  込  む。  総  就  業  ⼈  ⼝  （推  計）  約  ４  ０  ，  ０  ０  ０  ⼈  に  対  し  農  業  就 
 業  者  数  約  １  ，  １  ９  ４  ⼈  の  確  保  に  努  め  る。 
    農  業  振  興  地  域  内  の  ⼟  地  利  ⽤  の  状  況  は  ⽔  ⽥  を  主  体  と  す  る  農  ⽤  地  １  ，  ４  １  ６  ．  ２  ha  、  農  業  ⽤  施 
 設  ⽤  地 
 ２  ．  ８  ha  、  森  林・  原  野  ２  ，  １  ５  ２  ．  ０  ha  、  住  宅  地  ３  ２  ７  ．  ８  ha  、  ⼯  場  ⽤  地  １  ８  ．  ５  ha  、  そ 
 の  他  ２  ，  ８  ４  ５  ．  ８  ha  と  なっ  て  お  り、  こ  の  う  ち  優  良  農  ⽤  地  に  つ  い  て  は  将  来  と  も  農  業  ⽣  産  の  基 
 盤  と  し  て  確  保  す  る  た  め、  積  極  的  に  ほ  場  整  備  等  の  事  業  実  施  に  努  め  る  と  と  も  に、  基  盤  整  備  が  困  難 
 な  農  地、  集  落  介  在  地  に  つ  い  て  は  農  業  外  の  ⼟  地  利  ⽤  と  の  区  分  の  明  確  化  を  計  画  的  に  進  め  て  い  く。 

 《農  振  地  域  の  現  在  及  び  ⽬  標  ⾯  積》                                                                                                                            
                                              単  位  ：  ha  、  ％ 

 農  ⽤  地  農  業  施  設  ⽤  地  森  林‧  原  野  住  宅  地  ⼯  場  ⽤  地  そ  の  他  計 
 実  数  ⽐  率  実  数  ⽐  率  実  数  ⽐  率  実  数  ⽐  率  実  数  ⽐  率  実  数  ⽐  率  実  数  ⽐  率 

 現  在  1,416.2  20.9  2.8  0  2,152. 
 0 

 31.8  327.8  4.8  18.5  0.3  2,845. 
 8 

 42.1  6,763. 
 1 

 100 

 ⽬  標  1,400.0  20.7  3.0  0  2,200. 
 0 

 32.5  330.0  4.9  20.0  0.3  2,810. 
 1 

 41.6  6,763. 
 1 

 100 

 増  減  △16.2  0.2  48.0  2.2  1.5  △35. 
 7 

 0.0 

 ※  四  捨  五  ⼊  に  よ  り  合  計  数  値  に  若  ⼲  の  ズ  レ  が  ⽣  じ  て  い  る 
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 イ     農  ⽤  地  区  域  の  設  定  ⽅  針 
 （ア）  現  況  農  ⽤  地  に  つ  い  て  の  農  ⽤  地  区  域  の  設  定  ⽅  針 

 本  地  域  内  に  あ  る  既  存  の  農  ⽤  地  区  域  約  １  ，  ０  ３  ２  ｈ  a  は、  基  本  的  に  継  続  し  て  維  持  し、  下  記  に 
 よ  り  変  更  を  実  施  し  た  上  で  １  ０  年  後  も  現  在  と  同  程  度  の  ⾯  積  確  保  を  ⽬  指  す。 

 １  ．  既  存  の  農  ⽤  地  区  域  は、  継  続  し  て  維  持  す  る。 
 ２  ．  中  ⼭  間  地  域  に  お  い  て  農  ⽤  地  区  域  を  積  極  的  に  編  ⼊  す  る。 
 ３  ．  境  界  設  定  を  筆  界  よ  り  道  路  や  地  類  界  を  優  先  す  る  こ  と  で、  農  ⽤  地  区  域  の  集  団  性  を  確  保。  錯 

 誤  等 
 に  よ  り  ⾍  ⾷  い  的  に  農  ⽤  地  区  域  か  ら  外  れ  て  い  る  と  こ  ろ  を  積  極  的  に  編  ⼊  す  る。 

 ■  編  ⼊ 

 新  た  に  農  ⽤  地  区  域  を  設  定  す  る  場  合、  「農  ⽤  地  区  域  に  含  め  る  こ  と  が  相  当  な  ⼟  地  （法  第  10  条  第 
 ３  項  第  １  〜  ５  号）」  を  も  と  に、  舞  鶴  市  の  事  情  を  考  慮  し  合  致  し  て  い  れ  ば  編  ⼊  す  る。  ⼀  ⽅、  既  存 
 の  農  ⽤  地  区  域  の  ⼟  地  と  併  せ  て  農  地  の  集  団  化  に  寄  与  す  る  場  合  は、  編  ⼊  規  模  を  問  わ  な  い。 
 ■  除  外 

    現  在、  農  ⽤  地  区  域  に  指  定  さ  れ  て  い  る  農  地  を  除  外  す  る  場  合、  「農  ⽤  地  区  域  の  ⽤  件  を  満  た  さ  な 
 く  なっ  た  区  域  に  係  る  除  外」  及  び  「錯  誤  除  外」  と  し  て  取  り  扱  う  も  の  を  除  き、  法  第  10  条  第  4  項、 
 法  第  13  条  2  項  の  除  外  基  準  を  満  た  し  て  い  る  こ  と  を  条  件  に  判  断  す  る。 
 ■  農  ⽤  地  区  域  の  要  件  を  満  た  さ  な  く  なっ  た  区  域  に  係  る  除  外  （法  第  10  条  第  ３  項  に  係  る  除  外） 

 下  記  (1)  〜  (3)  に  該  当  す  る  農  ⽤  地  区  域  は、  除  外  要  件  や  具  体  的  な  転  ⽤  計  画  の  有  無  等  は  問  わ  ず、 
 基  本  的  に  除  外  す  る。  《参  考・  ｶ  ゙   ｲ  ﾄ  ゙   ﾗ  ｲ  ﾝ  50  ⾴、  運  ⽤  12  ⾴  問  29  、  運  ⽤  29  ⾴  問  72  》 
 ☆  市  の  判  断  （本  件  に  該  当  す  る  ⼟  地  の  要  件  は、  舞  鶴  市  の  現  状  に  即  し  下  記  の  と  お  り  と  す  る） 
 （１）  集  落  介  在  農  地、  ⼭  間  部  の  農  地  で、  隣  接  の  農  ⽤  地  区  域  を  総  計  し  た  団  地  の  ⾯  積  が  10  ㌃  （１ 

 反）  未  満  の  も  の  （  10  ㌃  以  上  ＝  農  業  を  営  む  者  の  要  件  と  さ  れ  る  ⾯  積・  府  基  準）。 
 （２）  農  地  造  成  の  た  め  農  ⽤  地  区  域  と  し  た  林  地  等  で  そ  の  ⽬  的  の  実  施  が  困  難  に  なっ  て  い  る  も  の。 
 （３）  植  林  に  よ  り  林  地  化  さ  れ  て  い  る  ⼟  地。 
 ■  錯  誤  除  外 

 地  番  管  理  か  ら  図  ⾯  管  理  へ  の  移  ⾏  に  よ  り  確  認  さ  れ  た  も  の  で、  本  来  の  も  の  と  は  違  う  農  地  を  農  ⽤ 
 地  区  域  と  し  て  指  定  し  て  い  た  も  の  が  該  当  す  る。  除  外  要  件  や  具  体  的  な  転  ⽤  計  画  の  有  無  等  は  問  わ 
 ず、  基  本  的  に  除  外  す  る。 
 【農  ⽤  地  区  域  を  設  定  す  る  農  地】 

    本  地  域  内  の  農  ⽤  地  １  ，  ３  １  ０  ．  ３  ha  の  う  ち、  ９  １  ６.  ７  ｈ  a    
 【農  ⽤  地  区  域  と  し  な  い  地  域、  地  区  及  び  施  設  に  係  る  農  地】 

 （１）  集  落  に  介  在  ⼜  は  国  道  の  沿  線  で  開  発  が  ⾒  込  ま  れ  る  農  ⽤  地                                     
       １  ６  ３  ．  １  ha 

 （２）  ⼭  間  部  に  散  在  し  農  業  の  近  代  化  が  困  難  と  ⾒  込  ま  れ  る  農  ⽤  地                                  
    ２  １  2  ．  7ha 
 （３）  転  ⽤  等  に  よ  り、  農  地  の  役  ⽬  を  果  た  さ  な  い  こ  と  と  な  る  予  定  の  農  ⽤  地 
 ・  住  宅、  ⼯  場、  店  舗  ⽤  地  と  し  て  の  転  ⽤  予  定  の  農  ⽤  地                                                 

                ０  ．  ７  ha 
 ・  集  落  介  在  や  ⼭  間  部  散  在  な  ど  に  よ  り  農  ⽤  地  区  域  の  要  件  を  満  た  さ  な  く  たっ  た  農  ⽤  地          

             １  １  ．  ２  ha 
 ・  公  共  事  業  等  に  よ  り  農  ⽤  地  区  域  に  含  ま  れ  な  い  ⼟  地  と  なっ  た  農  ⽤  地                               

                ８  ．  ７  ha 

 （イ）  農  業  ⽤  施  設  ⽤  地  に  つ  い  て  の  農  ⽤  地  区  域  の  設  定  ⽅  針 
    本  地  域  内  に  あ  る  現  況  農  業  ⽤  施  設  ⽤  地  の  う  ち、  （ア）  に  お  い  て  農  ⽤  地  区  域  を  設  定  す  る  ⽅  針  と 
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 し  た  農  ⽤  地  内  の  農  業  施  設  ⽤  地  １  ．  ５  ha  に  つ  い  て、  農  ⽤  地  区  域  を  設  定  す  る  ⽅  針  で  あ  る。 

 （ウ）  現  況  森  林、  原  野  等  に  つ  い  て  の  農  ⽤  地  区  域  の  設  定  ⽅  針 

 ⼟  地  の  種  類  所  在  （位  置） 
 所  有  権  者  ⼜  は 

 管  理  者 
 ⾯  積  （  ha  ） 

 利  ⽤  し  よ  う  と 
 す  る  ⽤  途 

 備  考 

 ⼭  林  舞  鶴  市  多  祢  寺  21.0  採  草  放  牧  地 

 計  21.0 

 （２）  農  業  上  の  ⼟  地  利  ⽤  の  ⽅  向 
 ア     農  ⽤  地  等  利  ⽤  の  ⽅  針 
 本  地  域  の  農  業  は  ⽶、  施  設  園  芸  を  含  む  野  菜  を  基  幹  と  し、  そ  の  他  地  域  の  特  性  を  ⽣  か  し、  果  樹、 

 茶、  採  種、  鶏  卵、  ⽜  乳  を  重  点  作  物  と  定  め  て、  こ  れ  ら  の  ⽣  産  と  商  品  価  値  を  ⾼  め  る  ⽅  針  で、  農  ⽤ 
 地  を  有  効  に  活  ⽤  す  る  ほ  か  農  ⽤  地  の  ⽤  途  の  変  更  に  つ  い  て  は、  地  域  の  特  性  に  応  じ、  望  ま  し  い  農  業 
 経  営  に  即  し  弾  ⼒  的  に  対  応  す  る。 

 ⽶  政  策  ⼤  綱・  地  域  ⽔  ⽥  農  業  ビ  ジョ  ン  と  の  関  連  で  は、  ⽔  ⽥  に  つ  い  て  は  基  盤  整  備  事  業  に  よ  り  乾 
 ⽥  化  を  図  り、  ⽥  の  汎  ⽤  化  を  進  め  る  こ  と  に  よ  り、  ⼩  ⾖、  飼  料  作  物  等  ⼟  地  利  ⽤  型  作  物  等  へ  の  転  換 
 を  推  進  す  る  な  ど、  ⽣  産  調  整  の  実  効  性  が  確  保  さ  れ、  ⾃  主  性  の  尊  重  の  下  で  望  ま  し  い  営  農  の  実  現  に 
 努  め  る。 

 畑  に  つ  い  て  は  ⼭  間  部  で  は  植  林  化、  遊  休  化  が  進  ん  で  い  る  が  樹  園  地、  花  き  等  へ  の  転  換  を  推  進  す 
 る。 

    《農  ⽤  地  区  域  の  現  在  及  び  ⽬  標  ⾯  積》                                                                                                    

                                                 単  位  ：  ｈ  ａ 

 イ     ⽤  途  区  分  の  構  想 
 （ア）     東  地  区 
 ａ     志  楽  川  ⽔  系  に  属  す  る  平  坦  農  ⽤  地  で、  国  道  ２  ７  号  線  北  側  平  坦  部  の  農  ⽤  地  の  う  ち  ４  ０  ha  に  つ 
 い  て  は、  ⼟  地  改  良  事  業  に  よ  り  基  盤  整  備  が  ほ  と  ん  ど  完  了  し  て  お  り、  ⽔  稲  と  近  郊  野  菜  を  組  み  合  わ 
 せ  た  営  農  を  推  進  す  る。 
 b     朝  来  川  ⽔  系  の  約  ３  ０  ha  の  ⽔  ⽥  に  つ  い  て  は、  ⽔  利  条  件  に  恵  ま  れ  て  い  る  が、  未  整  備  の  湿  ⽥  が 
 多  い  た  め、  今  後  基  盤  整  備  を  実  施  し、  ⽔  稲  ＋  野  菜  に  よ  る  営  農  を  推  進  す  る。 
 c     与  保  呂  川  ⽔  系  の  約  ５  ０  ha  に  つ  い  て  は、  ⼟  地  改  良  事  業  に  よ  り  基  盤  整  備  が  ほ  ぼ  完  了  し  て  い 
 る。  農  業  ⽣  産  法  ⼈  な  ど  の  担  い  ⼿  農  家  を  中  ⼼  と  し  て、  ⽔  稲・  ⼩  ⾖  及  び  施  設  園  芸  等  を  中  ⼼  に  収  益 
 性  の  ⾼  い  営  農  の  確  ⽴  を  図  る。 
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 区 
 分 

 農           地  採  草  放  牧  地  混  牧  林  地  農  業  ⽤  施  設  ⽤  地  計 
 森  林 
 原  野 

 等 

 現 
 況 

 将 
 来 

 増 
 減 

 現 
 況 

 将 
 来 

 増 
 減 

 現 
 況 

 将 
 来 

 増 
 減 

 現 
 況 

 将 
 来 

 増 
 減 

 現 
 況 

 将 
 来 

 増 
 減 

 現 
 況 

 東  385  385.8  －  8.6  29.6  21.0  －  －  －  0.8  0.8  －  394.4  416.2 
 21. 
 0 

 21.0 

 ⻄  141.4  141.4  －  －  －  －  －  －  －  0.1  0.1  －  141.5  141.5  －  － 

 加 
 佐 

 480.5  480.5  －  －  －  －  －  －  －  0.6  0.6  －  481.1  481.1  －  － 

 計 
 1,006. 

 9 
 1,007. 

 7 
 －  8.6  29.6  21.0  －  －  －  1.5  1.5  －  1,017 

 1,038 
 .8 

 21. 
 0 

 21.0 



 d     多  祢  寺  地  区  で  林  班  番  号  ２  ８  ８  の  う  ち  ８  ．  ６  ha  は  採  草  放  牧  地  と  し  て  活  ⽤  さ  れ  て  お  り、  近  隣 
 の  ２  １  ha  に  つ  い  て  も  そ  の  利  ⽤  拡  ⼤  に  努  め  る。 
 e     東  ⼤  浦、  ⻄  ⼤  浦  地  区  は、  ほ  場  整  備  が  概  ね  完  了  し  て  い  る  こ  と  か  ら、  ⼟  地  利  ⽤  型  の  営  農  と  共 
 に  施  設  園  芸  ⽤  農  地  と  し  て、  耕  地  の  汎  ⽤  化  に  努  め、  優  良  農  地  と  し  て  積  極  的  な  活  ⽤  を  図  る。 
 f     市  街  地  の  近  郊  に  存  在  す  る  農  地  に  つ  い  て  は、  パ  イ  プ  ハ  ウ  ス  と  露  地  栽  培  の  組  み  合  せ  に  よ  る、 
 市  場  に  近  接  し  た  ⽴  地  条  件  を  ⽣  か  し  た  ⾼  付  加  価  値  野  菜  産  地  と  し  て  育  成  す  る。 
 （イ）     ⻄  地  区 
 ａ     池  内  川  ⽔  系  平  坦  部  の  農  ⽤  地  ７  ０  ha  の  う  ち、  ⼤  規  模  の  団  地  に  つ  い  て  は  ほ  場  整  備  が  ほ  ぼ  完  了 
 し、  残  り  の  農  地  に  つ  い  て  も  ⼩  区  画  で  あ  る  が  区  画  が  整っ  て  い  る  た  め  引  き  続  き  優  良  農  地  と  し  て  活 
 ⽤  を  図  る  と  と  も  に  地  域  の  特  性  を  ⽣  か  し  た  産  地  形  成  を  図  る。 
 ｂ     府  道  志  ⾼  ⻄  舞  鶴  線  沿  い  ⾼  野  川  流  域  の  平  坦  農  ⽤  地  約  ５  ０  ha  は、  ⽔  利  条  件  が  整っ  て  い  る  ⼀  ⽅ 
 で、  ⼀  部  に  お  い  て  湿  ⽥  が  ⾒  ら  れ  る  た  め、  ⼟  地  改  良  事  業  を  導  ⼊  し  て  優  良  農  地  と  し  て  積  極  的  に  確 
 保  を  図  り、  近  代  的  な  野  菜  産  地  と  し  て  の  条  件  を  整  備  す  る。 
 ｃ     ⼤  字  吉  ⽥  の  農  ⽤  地  約  １  ２  ha  は  湿  ⽥  で  狭  い  農  道  し  か  な  く  効  率  化  を  阻  害  し  て  い  る。  農  地  の  遊 
 休  地  化  を  防  ⽌  す  る  と  と  も  に、  パ  イ  プ  ハ  ウ  ス  に  よ  る  施  設  園  芸  を  ⾏  う  た  め  の  基  盤  と  し  て、  ⽥  か  ら 
 畑  へ  の  転  換  と  あ  わ  せ、  収  益  性  の  ⾼  い  ⾼  品  質  農  産  物  の  ⽣  産  農  地  と  し  て  ⾼  度  利  ⽤  を  図  る。 
 ｄ     市  街  地  の  近  郊  に  存  在  す  る  農  地  に  つ  い  て  は、  パ  イ  プ  ハ  ウ  ス  に  よ  る  施  設  園  芸  を  ⾏  う  た  め  の  基 
 盤  と  し  て、  収  益  性  の  ⾼  い  ⾼  品  質  農  産  物  の  ⽣  産  農  地  と  し  て  ⾼  度  利  ⽤  を  図  る。 
 （ウ）     加  佐  地  区 
 ａ     由  良  川  流  域  地  帯  の  平  坦  地  約  ４  ０  ０  ha  は、  ⽔  ⽥  と  茶  園  及  び  畑  作  を  主  体  と  し  た  営  農  が  ⾏  わ  れ 
 て  い  る。  さ  ら  に  営  農  条  件  の  向  上  の  た  め、  ほ  場  整  備  が  順  次  ⾏  わ  れ  て  い  る。  し  た  がっ  て、  ⽔  ⽥  の 
 汎  ⽤  化  へ  の  条  件  を  備  え  て  い  る  こ  と  か  ら、  ⽶  や  ⼩  ⾖  な  ど  ⼟  地  利  ⽤  型  作  物  を  中  ⼼  と  し  た  農  業  を  積 
 極  的  に  ⾏  う。 
 ｂ     由  良  川  各  ⽀  流  域  の  散  在  農  地  及  び  ⼭  間  部  の  農  地  １  ６  ０  ha  は  機  械  化  が  困  難  な  区  域  が  多  い  が、 
 ⼭  間  気  候  を  利  ⽤  し  た  作  物  や  ハ  ウ  ス  に  よ  る  抑  制・  促  成  栽  培  が  可  能  な  こ  と  か  ら、  ⽔  ⽥  の  汎  ⽤  化  を 
 図  る  た  め  の  基  盤  整  備  を  積  極  的  に  進  め  る。 

 ２     農  ⽤  地  利  ⽤  計  画 
          別  記  「農  ⽤  地  利  ⽤  計  画」  の  と  お  り 

 第  ２     農  業  ⽣  産  基  盤  の  整  備  開  発  計  画 

 １     農  業  ⽣  産  基  盤  の  整  備  及  び  開  発  の  ⽅  向 
 本  市  の  農  ⽤  地  の  う  ち、  ⽥  は  傾  斜  度  １  ∕  １  ０  ０  以  下  の  お  お  む  ね  平  坦  部  に  集  団  化  し  て  い  る  も  の 

 が  約  ４  ０  ％、  ⼭  間  部  で  区  画  規  模  の  ⼩  さ  い  も  の  が  約  ６  ０  ％  と  なっ  て  い  る。  畑  は  集  落  内  に  介  在  す 
 る  も  の  及  び  ⼭  間  部  に  存  在  す  る  も  の  が  多  く、  集  団  化  し  て  い  る  も  の  は  少  な  い。  樹  園  地  は  由  良  川  流 
 域  沿  岸  の  茶  園  約  １  ３  ｈ  ａ、  ⻄  ⼤  浦  地  域  の  ミ  カ  ン  園  が  集  団  化  し  て  い  る。  そ  の  他  ⼭  麓  部  に  梅、  ぶ 
 ど  う  園  が  ⼩  規  模  な  が  ら  造  成  さ  れ  集  団  化  し  て  い  る。 

 ほ  場  整  備  実  施  ⾯  積  は、  団  体  営  ほ  場  整  備  事  業  及  び  ⼟  地  改  良  総  合  整  備  事  業  で  155ha  、  ⼩  規  模  排 
 ⽔  対  策  特  別  事  業  及  び  ⽔  ⽥  営  農  活  性  化  基  盤  整  備  事  業  で  79ha  、  第  ⼀  次・  第  ⼆  次  農  業  構  造  改  善  事 
 業、  ⾃  然  休  養  村  整  備  事  業、  三  期  ⼭  村  振  興  農  林  漁  業  対  策  事  業  及  び  基  盤  整  備  事  業  等  で  約  165  ｈ 
 ａ、  府  単  独  農  業  基  盤  整  備  事  業  で  ５  ０  ｈ  ａ、  由  良  川  改  修  に  と  も  な  う  ⾮  補  助  ⼟  地  改  良  事  業  に  よ  り 
 約  ８  ８  ｈ  ａ  が  実  施  さ  れ、  整  備  ⾯  積  は  ５  ３  ８  ．  ５  ｈ  ａ、  整  備  率  ５  ９  ．  ４  ％  （２  ７  年  度  末  現  在） 
 と  なっ  た  が  府  内  平  均  よ  り  少  し  低  い  状  況  で  あ  る。  旧  区  画  整  理  済  み  の  １  ６  ２  ｈ  ａ  を  除  く  約  ２  ６  ０ 
 ｈ  ａ  の  内  約  １  ０  ３  ha  に  つ  い  て  は、  当  ⾯  整  備  を  要  す  る  と  こ  ろ  で  あ  り、  農  業  近  代  化  に  対  応  す  る  基 
 盤  整  備  が  必  要  で  あ  る。 
    農  業  ⽣  産  基  盤  の  整  備  の  ⽅  向  と  し  て、  農  ⽤  地  の  有  効  利  ⽤  と  ⽣  産  性  の  向  上  や  効  率  化  を  図  る  た 
 め、  ほ  場  整  備  等  の  基  盤  整  備  事  業  を  積  極  的  に  実  施  す  る  こ  と  に  よ  り、  ⽔  ⽥  の  汎  ⽤  化  に  努  め、  農  業 
 の  総  合  的  な  振  興  を  図  る  た  め  の  基  礎  と  す  る。  農  道・  ⽤  排  ⽔  路  の  整  備  に  つ  い  て  は、  ほ  場  整  備  で  ⼀ 
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 体  的  に  整  備  す  る  こ  と  を  基  本  と  す  る  が、  ⾃  然  的  な  条  件  等  に  よ  り  ⽌  む  を  得  な  い  も  の  に  つ  い  て  も  地 
 域  の  要  望  に  応  じ  な  が  ら  整  備  を  ⾏  な  う。  ま  た、  効  率  的  な  営  農  体  系  を  確  ⽴  す  る  た  め、  農  道  舗  装、 
 暗  渠  排  ⽔  の  整  備  も  積  極  的  に  ⾏  な  う。  農  業  ⽤  た  め  池  に  つ  い  て  は、  農  業  ⽤  の  み  な  ら  ず  防  災  減  災  事 
 業  と  し  て  位  置  付  け、  ハ  ザー  ド  マッ  プ  を  作  成  す  る  中  で  改  修  や  廃  池  か、  事  業  の  す  み  分  け  を  ⾏  い、 
 農  業  ⽤  施  設  の  ⾒  直  し  を  図  る。 
    ア     東  地  区 
    東  地  区  の  ⽔  ⽥  は  第  ⼀  次・  第  ⼆  次  農  業  構  造  改  善  事  業、  ⾃  然  休  養  村  整  備  事  業、  ⼟  地  改  良  総  合  整 
 備  事  業、  ⾥  地  棚  ⽥  整  備  事  業  及  び  府  単  独  農  業  基  盤  整  備  事  業  に  よ  り  約  242.8  ｈ  ａ  の  ほ  場  整  備  が  完 
 了  し、  樹  園  地  に  つ  い  て  も  ⾃  然  休  養  村  整  備  事  業  に  よ  り  ⼤  ⼭  地  区  の  梅  園  造  成  が  １  ．  １  ｈ  ａ、  ⼤  丹 
 ⽣  地  区  の  び  わ  園  が  １  ｈ  ａ  整  備  さ  れ  て  い  る。  ま  た  多  祢  寺  地  区  に  つ  い  て  は、  第  ⼆  次  農  業  構  造  改  善 
 事  業  に  よ  り  ９  ｈ  ａ  の  草  地  造  成  が  ⾏  な  わ  れ  て  い  る。  さ  ら  に  常・  ⽊  ノ  下・  与  保  呂  地  区  を  受  益  と  す 
 る  芦  ノ  町  た  め  池  の  改  修  が  終  了  し、  農  業  ⽤  ⽔  の  安  定  的  な  確  保  が  可  能  と  なっ  た。 
    今  後  は、  ほ  場  整  備  の  完  了  し  た  農  地  の  維  持  確  保  を  図  る  と  と  も  に、  農  業  経  営  改  善  の  た  め、  朝  来 
 中  及  び  泉  源  寺  ほ  場  整  備  の  事  業  推  進、  各  地  区  の  農  道  舗  装、  ⽤  排  ⽔  路  の  改  良、  暗  渠  排  ⽔  の  整  備  等 
 を  積  極  的  に  ⾏  な  う。 
    ま  た、  た  め  池  に  つ  い  て  は  芥  ⼦  ⾕  池  の  ハ  ザー  ド  マッ  プ  作  成  な  ど  防  災  減  災  事  業  と  し  て  取  り  組  む 
 と  と  も  に、  廃  池  や  改  修  な  ど、  事  業  の  す  み  分  け  を  ⾏  い、  農  業  ⽤  施  設  の  ⾒  直  し  を  図  る。 

    イ     ⻄  地  区 
    ⻄  地  区  の  う  ち、  池  内  地  区  に  つ  い  て  は、  今  ⽥  ２  ８  ．  ５  ｈ  ａ、  別  所  １  ２  ．  ０  ｈ  ａ  の  旧  区  画  整  理 
 が  ⾏  な  わ  れ  た  が、  ほ  場  条  件  が  近  年  の  農  業  情  勢  に  対  応  で  き  な  く  なっ  て  き  て  い  る  た  め、  農  道、  ⽔ 
 路  等  の  整  備  を  ⾏  な  う  必  要  が  あ  る。  堀、  池  ノ  内  下、  布  敷  地  区  で  は  ほ  場  整  備  約  20ha  が  完  了  し  た 
 が、  上  根、  寺  ⽥  に  つ  い  て  は、  ほ  場  が  ⼩  区  画、  不  整  形  ⽥、  湿  ⽥  の  た  め  早  急  に  整  備  が  必  要  で  あ 
 る。  ⾼  野  地  区  に  つ  い  て  は、  ⼥  布  ８  ｈ  ａ、  城  屋、  野  村  寺  ２  ０  ｈ  ａ  の  ほ  場  整  備  事  業  の  推  進  を  図 
 る。  四  所  地  区  の  吉  ⽥  に  つ  い  て  は、  集  落  内  の  条  件  整  備  を  ⾏  い、  ほ  場  整  備  も  視  野  に  ⼊  れ  た  園  芸  ⽤ 
 農  地  と  し  て  の  活  ⽤  や  ⼀  体  的  な  遊  休  農  地  の  解  消  を  図  る。 

    ウ     加  佐  地  区 
 加  佐  地  区  の  う  ち、  岡  ⽥  上  地  区  に  つ  い  て  は、  上  村、  宇  ⾕、  ⼩  原、  桑  飼  下、  ⼤  俣、  ⼩  俣  で  ほ  場 

 整  備  が  完  了  し  た。  今  後  ⽼  朽  化  し  た  ⽔  路  整  備  の  実  施  に  努  め  る。  岡  ⽥  中  地  区  に  つ  い  て  は、  上  漆 
 原、  下  漆  原、  ⻄  ⽅  寺、  岡  ⽥  由  ⾥  と  ほ  場  整  備  が  完  了  し  た  が、  他  の  集  落  に  つ  い  て  も  農  道、  ⽤  排  ⽔ 
 路  等  の  整  備  の  積  極  的  な  推  進  を  図  る。  岡  ⽥  下  地  区  に  つ  い  て  は、  久  ⽥  美、  真  壁、  ⼤  川  で  ほ  場  整  備 
 が  完  了  し  た  が、  志  ⾼  に  つ  い  て  は  旧  耕  地  整  理  で  整  備  さ  れ  た  ⼟  地  で  あ  り、  由  良  川  河  川  整  備  事  業  で 
 残  さ  れ  た  農  地  に  つ  い  て  機  械  の  ⼤  型  化  に  即  し  た  ほ  場、  農  道、  ⽔  路  等  の  整  備  が  必  要  で  あ  る。  ⼋  雲 
 地  区  に  つ  い  て  は、  ⼋  ⽥、  ⼋  ⼾  地、  上  東、  下  東、  ⽔  間、  丸  ⽥  地  区  で  ⼟  地  改  良  総  合  整  備  事  業  や  基 
 盤  整  備  促  進  事  業  な  ど  に  よ  る  ほ  場  整  備  が  完  了  し  て  い  る。  神  崎  地  区  に  つ  い  て  は  蒲  江、  油  江  に  お  い 
 て  湿  ⽥  が  多  い  こ  と  か  ら、  ほ  場  整  備  事  業  を  推  進  し、  早  期  解  決  を  図  る。 

 ２     農  業  ⽣  産  基  盤  整  備  開  発  計  画 
 ＜  事  業  実  施  地  区  ＞ 

 事  業  の 
 種  類 

 事  業  の  概  要 

 受  益  の  範  囲  対 
 図 
 番 
 号 

 備  考  受  益 
 地  区 

 受  益  ⾯ 
 積 

 ほ  場  整  備  朝  来  中     農  地  中  間  管  理  機  構  関  連  農  地  整  備  事  業  11.8ha  R3  〜  6 
 ほ  場  整  備  泉  源  寺     農  地  中  間  管  理  機  構  関  連  農  地  整  備  事  業  14.3ha  R5  〜  10 
 ほ  場  整  備  舞  鶴  ⼥  布     農  業  競  争  ⼒  強  化  農  地  整  備  事  業、  農  地  10.5ha 
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 耕  作  条  件  改  善  事  業  R4  〜  8 
 た  め  池  廃  池     宮  ⾕  池     農  村  地  域  防  災  減  災  事  業  1  箇  所  R3  〜  5 
 た  め  池  廃  池     ⽥  中  池     農  村  地  域  防  災  減  災  事  業  1  箇  所  R3  〜  6 

 た  め  池 
 劣  化  状  況  調  査     防  災  重  点  農  業  ⽤  た  め  池     農  村  地 
 域  防  災  減  災  事  業 

 11  池 
 R3  〜  5 

 ＜  計  画  地  区  ＞ 

 事  業  の 
 種  類 

 事  業  の  概  要 

 受  益  の  範  囲  対 
 図 
 番 
 号 

 備  考  受  益 
 地  区 

 受  益 
 ⾯  積 

 た  め  池 
 廃  池     登  尾  池、  芥  ⼦  ⾕、  宮  ⾕  池  （⼤  宮）、  越  ⾏ 
 池     農  村  地  域  防  災  減  災  事  業 

 4  箇  所 

 ⽔  路 
 ⽔  路  整  備        多  ⾨  院     21.6ha 

 21.6h 
 a 

 7 

 た  め  池  た  め  池  改  修     泉  源  寺  池     農  村  地  域  防  災  減  災  事  業  1  箇  所  9 
 農  道  ⽔ 
 路 

 農  道  ⽔  路  改  修     泉  源  寺 
 14.6h 
 a 

 10 

 農  道  農  道  舗  装     河  辺  由  ⾥     1  ｋ  ｍ  13 
 農  道  農  道  舗  装     ⼩  橋        100  ｍ  14 
 農  道  ⽔ 
 路 

 農  道  舗  装  ⽔  路  改  修     三  浜     1  ｋ  ｍ 
 15 

 橋  梁  橋  梁  改  修     中  ⽥     1  基  16 
 ⽔  路  ⽤  排  ⽔  路  改  修     平     10ha  17 
 ⽔  路  ⽤  排  ⽔  路     ⼤  丹  ⽣     300  ｍ  18 

 た  め  池 
 廃  池     砂  波  上  池、  湯  ノ  ⼝  池、  北  ⾕  池     農  村  地  域 
 防  災  減  災  事  業 

 2  箇  所 

 ほ  場  整 
 備 

 区  画  整  理     吉  ⽥        10ha 
 21 

 ほ  場  整 
 備 

 区  画  整  理     野  村  寺・  城  屋     20ha 
 22 

 農  道  ⽔ 
 路 

 農  道・  ⽔  路  改  修     今  ⽥     30ha 
 25 

 ⽔     路  ⽔  路  改  修        上  根  300  ｍ  27 
 農  道  ⽔ 
 路 

 農  道・  ⽔  路  改  修     ⼩  俣     5ha 
 30 

 ⽔  路  ⽤  ⽔  路  改  修     ⼤  俣    
 1.6k 
 m 

 31 

 ⽔  路  揚 
 ⽔  機 

 ⽔  路  改  修・  揚  ⽔  機     岡  ⽥  由  ⾥  5  基 
 32 

 ほ  場  整 
 備 
 ⽔  路 

 区  画  整  理     ⽔  路     ⻄  ⽅  寺        4ha 
 33 

 た  め  池 
 廃  池     薬  師  池、  堂  ノ  奥  池     農  村  地  域  防  災  減  災  事 
 業 
 改  修     尾  ノ  内  池     農  村  地  域  防  災  減  災  事  業 

 2  箇  所 
 34 

 ⽔  路  ⽔  路  改  修     ⼋  ⼾  地     7ha  35 
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 揚  ⽔  機  ポ  ン  プ  更  新     三  ⽇  市  2  基  36 
 ⽔  路  ⽔  路  改  修     油  江     1  ｋ  ｍ  38 
 ほ  場  整 
 備 

 蒲  江  油  江     農  業  競  争  ⼒  強  化  農  地  整  備  事  業  20ha 

 農  道  ⽔ 
 路 

 農  道・  ⽔  路  改  修     蒲  江     2  ｋ  ｍ 
 39 

 ※  過  去  の  整  備  状  況  は  基  礎  調  査  資  料  を  参  照 

 ３     森  林  の  整  備  そ  の  他  林  業  の  振  興  と  の  関  連 
 本  市  の  森  林  ⾯  積  は  ２  ６  ，  ９  ３  ６  ｈ  ａ  で  市  総  ⾯  積  の  ７  ９  ％  を  占  め  て  お  り、  こ  れ  ら  の  森  林  資  源 

 の  整  備  育  成  を  推  進  し、  森  林  の  持  つ  公  益  的  機  能  の  確  保  を  図  る  こ  と  は、  市  ⺠  の  暮  ら  し  を  守  る  上  か 
 ら  極  め  て  重  要  な  課  題  で  あ  る。 
    農  業  と  林  業  の  連  携  を  保  ち  な  が  ら  地  域  の  実  態  に  即  し  た  各  種  事  業  の  積  極  的  な  推  進  に  よ  り、  地  域 
 林  業  及  び  農  ⼭  村  の  所  得  の  向  上  を  ⽬  指  し  総  合  的  に  整  備  育  成  を  図  る  た  め  に  は、  林  業  振  興  の  基  本  と 
 ⾔  う  べ  き  造  林  事  業  を  積  極  的  に  推  進  す  る  と  と  も  に、  林  業  経  営  並  び  に  森  林  の  集  約  的  な  管  理  を  ⾏  な 
 う  必  要  が  あ  り、  特  に  林  道  整  備  に  つ  い  て  は  農  ⼭  村  の  地  域  振  興  に  ⼤  き  く  寄  与  す  る  も  の  で  あ  る  た 
 め、  地  域  森  林  計  画  及  び  森  林  整  備  計  画  と  農  業  振  興  計  画  に  よ  る  農  道  整  備  事  業  と  の  整  合  を  図  り  な  が 
 ら、  そ  の  整  備  に  努  め  て  い  く  も  の  と  す  る。 
    開  通  し  た  林  道  三  浜  空  ⼭  線、  三  浜  瀬  崎  線  に  つ  い  て  は、  林  業  振  興  は  も  と  よ  り  景  観  を  ⽣  か  し  た  観 
 光  道  路  と  し  て  の  活  ⽤  も  図  る。 

 ４     他  事  業  と  の  関  連 
 今  後、  本  市  に  お  い  て  も、  全  国  的  な  傾  向  と  同  様  に  農  ⽤  地  の  か  い  廃  が  進  む  こ  と  が  予  想  さ  れ  る 

 が、  農  業  ⽣  産  基  盤  整  備  計  画  を  は  じ  め  各  種  施  策  を  積  極  的  に  活  ⽤  し、  地  域  農  業  の  ベー  ス  と  な  る  基 
 盤  整  備  の  強  化  に  努  め  る。 

 第  ３     農  ⽤  地  等  の  保  全  計  画 

 １     農  ⽤  地  等  の  保  全  の  ⽅  向 
 農  ⽤  地  区  域  と  農  振  ⽩  地  区  域  と  の  境  界  は  筆  界  か  ら  よ  り  広  い  地  類  界、  道  路・  河  川  等  で  の  設  定  を 

 進  め  る  こ  と  に  よ  り、  優  良  農  地  の  隣  地  の  荒  廃  防  ⽌  に  努  め  る。  こ  れ  は、  集  団  的  農  ⽤  地  の  中  央  部  に 
 他  ⽤  途  の  ⼟  地  等  （除  外  農  地）  が  発  ⽣  し、  ⾼  性  能  機  械  で  の  営  農  や  効  果  的  な  病  害  ⾍  防  除、  ⽣  産  基 
 盤  整  備  事  業  の  実  施、  農  地  流  動  化  施  策  な  ど  に  ⽀  障  が  ⽣  じ  る  こ  と  が  な  い  よ  う  に  す  る。 

 中  ⼭  間  地  域  の  農  地  に  つ  い  て  は、  狭  ⼩、  急  傾  斜、  有  害  ⿃  獣  被  害  等  の  不  利  な  耕  作  条  件  か  ら、  こ 
 れ  ま  で  積  極  的  な  農  ⽤  地  区  域  へ  の  編  ⼊  を  ⾏っ  て  こ  な  かっ  た  が、  同  地  域  の  も  つ  ⾷  料  供  給  は  も  と  よ 
 り、  ⽔  源  の  か  ん  養、  良  好  な  景  観  形  成  な  ど  多  ⾯  的  機  能  の  保  全  の  重  要  性  を  考  え、  今  後  は  集  団  的  と 
 す  る  ⾯  積  基  準  等  の  緩  和  に  よ  り、  団  地  化  し  た  優  良  農  地  は  農  ⽤  地  区  域  へ  の  積  極  的  な  編  ⼊  を  進  め  る 
 も  の  と  す  る。 

 有  害  ⿃  獣  に  よ  る  農  作  物  被  害  が、  営  農  意  欲  の  減  退  や  耕  作  放  棄  地  の  増  加  の  ⼀  因  に  な  る  な  ど  深  刻 
 化  し  て  お  り、  銃  や  罠  に  よ  る  捕  獲  と  防  護  柵  等  に  よ  る  防  除  を  並  ⾏  し  て  有  害  ⿃  獣  対  策  を  進  め  る。 

 ２     農  ⽤  地  等  の  保  全  の  た  め  の  活  動 
 農  業  振  興  地  域  制  度  の  紹  介  リー  フ  レッ  ト  を  作  成  し、  集  落  代  表  者  へ  の  説  明  を  ⾏  なっ  た  ほ  か、  実 

 際  に  農  ⽤  地  等  の  保  全  （耕  作  等）  に  携  わ  る  担  い  ⼿  に  対  し、  農  業  振  興  地  域  制  度  の  周  知  や  情  報  提  供 
 に  努  め  て  い  る。 

 今  後  に  つ  い  て  は、  農  業  委  員  会  と  連  携  し  た  農  地  の  荒  廃  防  ⽌  な  ど  従  来  の  取  り  組  み  を  継  続  し  つ 
 つ、  ⽇  本  型  直  接  ⽀  払  制  度  な  ど  農  ⽤  地  区  域  を  保  全  す  る  事  業  や  農  地  中  間  管  理  事  業  な  ど  に  よ  る  農  地 
 の  活  ⽤  を  積  極  的  に  推  進  し  て  い  く。 

 ま  た、  市  が  定  め  た  農  ⽤  地  区  域  の  指  定  ⽅  針  に  お  い  て、  ⾼  齢  化  や  後  継  者・  担  い  ⼿  不  ⾜  な  ど  に  よ 
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 り  耕  作  放  棄  地  と  なっ  た  と  こ  ろ  で  も、  農  ⽤  地  区  域  の  中  央  部  に  あ  る  場  合  （農  ⽤  地  区  域  の  団  地  形  成 
 に  よ  る  良  好  な  耕  作  条  件  を  阻  害  す  る  可  能  性  が  あ  る）  は、  除  外  で  き  な  い  こ  と  と  し  て  い  る  が、  こ  の 
 よ  う  な  場  合、  次  の  ⽅  法  に  よ  り  農  ⽤  地  を  保  全  で  き  る  よ  う  調  整  を  図  る。 

 ア     「京  ⼒  農  場  プ  ラ  ン」  の  作  成  …  地  域  ぐ  る  み  で  効  率  的  な  ⼟  地  利  ⽤  を  検  討  し、  担  い  ⼿  へ  農  地 
 を  集  約  す  る  こ  と  に  よ  り  荒  廃  を  防  ぐ。 

 イ     利  ⽤  権  設  定  …  認  定  農  業  者  等  に  農  地  を  集  積  し、  効  率  的  な  農  業  経  営  を  進  め  る。  農  業  経  営  基 
 盤  強  化  促  進  法  に  よ  り、  農  地  流  動  化  促  進  を  ⽬  的  と  し  た  ３  条  許  可  の  必  要  が  な  く、  離  作  料  の  ⼼ 
 配  が  な  い。 

 ウ     農  地  権  利  移  動  …  所  有  権  移  転、  賃  貸  借  権  の  設  定、  使  ⽤  貸  借  （無  償  貸  借）  権  の  設  定  に  よ 
 り、  耕  作  を  ⾏  お  う  と  す  る  ⼈  が  耕  作  し  や  す  い  条  件  整  備  を  進  め  る。 

 エ     農  地  中  間  管  理  事  業  …  農  地  中  間  管  理  機  構  に  農  地  を  預  け、  借  り  ⼿  と  マッ  チ  ン  グ  さ  せ  る  事  業 
 を  積  極  的  に  活  ⽤  し、  担  い  ⼿  農  家  へ  の  農  地  集  積  を  図  る。 

 オ     農  地  の  あっ  せ  ん  …  農  ⽤  地  等  に  つ  い  て  売  り  た  い、  貸  し  た  い、  交  換  し  た  い  と  い  う  申  し  出  が 
 あっ  た  場  合、  農  業  委  員  会  が  あっ  せ  ん  基  準  を  も  と  に  調  整  を  ⾏  う。 

 第  ４     農  業  経  営  の  規  模  の  拡  ⼤  及  び  農  ⽤  地  等  の  農  業  上  の  効  率  的  か  つ  総  合  的  な  利  ⽤  の  促  進  計  画 

 １     農  業  経  営  の  規  模  の  拡  ⼤  及  び  農  ⽤  地  等  の  効  率  的  か  つ  総  合  的  な  利  ⽤  に  関  す  る  誘  導  ⽅  向 
 （１）  効  率  的  か  つ  安  定  的  な  農  業  経  営  の  ⽬  標 
    本  市  の  経  営  耕  地  は、  中  ⼭  間  を  中  ⼼  と  し  た  農  地  で  あ  り、  農  家  の  ⼤  半  が  ⼩  規  模・  兼  業  農  家  で  あ 
 る。  農  業  者  の  ⾼  齢  化  も  進  ん  で  お  り、  地  域  農  業  の  将  来  を  考  え  る  「京  ⼒  農  場  プ  ラ  ン」  を  策  定  す  る 
 中  で  認  定  農  業  者  や  地  域  の  中  ⼼  的  担  い  ⼿  へ  の  農  地  の  集  積  を  図  る  と  と  も  に、  集  落  営  農  組  織  の  法  ⼈ 
 化  な  ど  担  い  ⼿  育  成  に  向  け  た  ⽀  援  を  ⾏っ  て  い  く  必  要  が  あ  る。 

    ま  た、  ⽔  ⽥  フ  ル  活  ⽤  ビ  ジョ  ン  を  基  本  と  し  た  認  定  農  業  者  等  の  経  営  規  模  拡  ⼤  や  農  産  物  の  ⾼  付 
 加  価  値  化・  ブ  ラ  ン  ド  化  や  需  要  に  対  応  し  た  ⽣  産  拡  ⼤  な  ど  安  定  し  た  農  業  経  営  の  条  件  整  備  を  図  る  こ 
 と  が  必  要  で  あ  り、  ⽔  稲  を  中  ⼼  に  野  菜、  茶、  果  樹、  酪  農、  養  鶏  を  組  み  合  わ  せ  た  複  合  経  営  を  推  進 
 し、  農  業  経  営  の  安  定  を  図  り、  年  間  農  業  所  得  ４  ０  ０  万  円、  年  間  労  働  時  間  ２,  ０  ０  ０  時  間  を  ⽬  標 
 と  定  め  る。 
    ま  た、  地  場  の  安  ⼼・  安  全  で  新  鮮  な  農  産  物  へ  の  消  費  者  ニー  ズ  が  ⾼  まっ  て  お  り、  新  鮮  で  お  い  し 
 い  野  菜  な  ど  を  取  り  扱  う  直  売  所  の  売  上  が  増  加  し  て  い  る  こ  と  か  ら、  今  後  も  地  産  地  消  の  推  進  を  図 
 る。 

 ⼀  ⽅、  京  野  菜  を  中  ⼼  と  し  た  施  設  園  芸  野  菜  に  つ  い  て  は、  安  定  し  た  ⽣  産  性  の  向  上  と  ⾼  収  益  が  図 
 れ  る  品  ⽬  の  ⽣  産  を  推  奨  し、  京  阪  神  地  域  や  ⾸  都  圏  へ  の  販  売  拡  ⼤、  ６  次  産  業  化  を  推  進  し  て  い  く  必 
 要  が  あ  る。 
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 営  農  類  型  ⽬  標  規  模  作  ⽬  構  成  ⼾  数  関  係  集  落  番  号 
 流  動  化  ⽬  標 

 ⾯  積 



 9 

 個 

 ⼈ 

 経 

 営 

 施  設  園  芸  ＋  果  樹 

 酪  農 
 養  鶏  ＋  ⽔  稲  ＋  露 

 地・  施  設  園  芸  ＋  農 
 作  業  受  託 

 養  鶏  ＋  施  設  園  芸  ＋ 
 露  地 

 施  設  園  芸  ＋  露  地 

 ⽔  稲  ＋  施  設  園  芸  ＋ 
 露  地 

 ⽔  稲 
 果  樹  ＋  露  地  野  菜 

 ⽔  稲  ＋  施  設  園  芸 

 施  設  園  芸  ＋  露  地  ＋ 
 茶 

 施  設  園  芸  ＋  露  地  ＋ 
 ⽔  稲  ＋  ⽔  稲  作  業  受 

 託 

 茶  ＋  施  設  園  芸 

 茶  ＋  ⽔  稲  ＋  施  設  園 
 芸  ＋  露  地 

 ⽔  稲  ＋  ⽔  稲  作  業  受 
 託 

 養  鶏  ＋  ⽔  稲  ＋  施  設 
 園  芸  ＋  露  地  ＋  ⽔  稲 

 作  業  受  託 

 ハ  ウ  ス  10  ａ 
 果  樹  園  72  ａ 

 乳  ⽤  ⽜ 
 養  鶏  2,000  ⽻ 
 ⽔  稲  400  ａ 
 野  菜  50  ａ 

 農  作  業  受  託  300  ａ 
 養  鶏  3,800  ⽻ 
 ハ  ウ  ス  30  ａ 
 露  地  45  ａ 

 ハ  ウ  ス  44  ａ 
 露  地  25  ａ 

 ⽔  稲  152  ａ 
 ハ  ウ  ス  26  ａ 
 露  地  94  ａ 

 ⽔  稲  1,600  ａ 
 果  樹  園  34  ａ 
 露  地  35  ａ 

 ⽔  稲  207  ａ 
 ハ  ウ  ス  15  ａ 
 ハ  ウ  ス  7  ａ 
 茶  103  ａ 

 露  地  野  菜  100  ａ 
 ハ  ウ  ス  15  ａ 
 露  地  10  ａ 
 ⽔  稲  80  ａ 

 ⽔  稲  作  業  受  託  100 
 ａ 

 茶  園  120  ａ 
 ハ  ウ  ス  19  ａ 
 茶  園  115  ａ 
 ⽔  稲  80  ａ 

 ハ  ウ  ス  20  ａ 
 露  地  15  ａ 

 ⽔  稲  300  ａ 
 ⽔  稲  作  業  受  託  400 

 ａ 
 養  鶏  1,600  ⽻ 
 ⽔  稲  600  ａ 
 ハ  ウ  ス  4  ａ 
 露  地  33  ａ 

 ⽔  稲  作  業  受  託  180 
 ａ 

 ハ  ウ  ス  10  ａ 
 果  樹  72  ａ 

 乳  ⽤  ⽜  45  頭 
 養  鶏  2,000  ⽻ 
 ⽔  稲  400  ａ 
 野  菜  50  ａ 

 農  作  業  受  託  300  ａ 
 養  鶏  3,800  ⽻ 

 ハ  ウ  ス  野  菜  30  ａ 
 露  地  野  菜  45  ａ 
 施  設  野  菜  44  ａ 
 露  地  野  菜  25  ａ 

 ⽔  稲  152  ａ 
 施  設  野  菜  26  ａ 
 露  地  野  菜  94  ａ 
 ⽔  稲  1,600  ａ 

 果  樹  34  ａ 
 露  地  野  菜  35  ａ 

 ⽔  稲  207  ａ 
 施  設  野  菜  15  ａ 
 施  設  野  菜  7  ａ 

 茶  103  ａ 
 露  地  野  菜  100  ａ 
 施  設  野  菜  15  ａ 
 露  地  野  菜  10  ａ 

 ⽔  稲  80  ａ 
 ⽔  稲  作  業  受  託  100  ａ 

 茶  120  ａ 
 施  設  野  菜  19  ａ 

 茶  115  ａ 
 ⽔  稲  80  ａ 

 施  設  野  菜  20  ａ 
 露  地  野  菜  15  ａ 

 ⽔  稲  300  ａ 
 ⽔  稲  作  業  受  託  400  ａ 

 養  鶏  1,600  ⽻ 
 ⽔  稲  600  ａ 

 施  設  野  菜  4  ａ 
 露  地  野  菜  33  ａ 

 ⽔  稲  作  業  受  託  180  ａ 

 1 

 1 
 1 

 2 

 4 

 4 

 1 
 1 

 2 

 1 

 1 

 1 

 1 

 1 

 1 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 
 市  内  全  域 

 市  内  全  域 
 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 
 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 82  ａ 

 45  頭 
 2,000  ⽻ 
 750  ａ 

 7,600  ⽻ 
 150  ａ 

 276  ａ 

 1,088  ａ 

 1,600  ａ 
 69  ａ 

 444  ａ 

 210  ａ 

 205  ａ 

 139  ａ 

 230  ａ 

 700  ａ 

 1,600  ⽻ 
 817  ａ 



 （２）  農  ⽤  地  等  の  農  業  上  の  効  率  的  か  つ  総  合  的  な  利  ⽤  に  関  す  る  誘  導  ⽅  向 
 本  市  で  は、  ２  ０  １  ５  年  農  林  業  セ  ン  サ  ス  に  お  い  て、  総  農  家  数  ２  ，  ０  ４  １  ⼾  に  対  し  販  売  農  家  は 

 ７  １  ４  ⼾  （３  ５  ．  ０  ％）  で  あ  り、  う  ち  専  業  農  家  が  ２  ４  ５  ⼾  （３  ４  ．  ３  ％）、  兼  業  農  家  が  ４  ６ 
 ９  ⼾  （６  ５  ．  ７  ％）  で、  そ  の  ⼤  半  が  稲  作  中  ⼼  の  ⼩  規  模  な  ⾃  給  的  農  家  で  あ  る。  ま  た、  販  売  農  家 
 の  農  業  就  業  者  の  平  均  年  齢  は  ７  １  ．  ９  歳  で  あ  り、  う  ち  同  居  す  る  後  継  者  が  い  る  農  家  は  ２  ５  ．  ８  ％ 
 と  ⾼  齢  化  と  担  い  ⼿  不  ⾜  が  顕  著  で  あ  る。 

 今  後  本  市  の  農  業  の  振  興  と  農  地  保  全  を  図っ  て  い  く  た  め  に  は、  認  定  農  業  者  や  地  域  の  中  核  的  担  い 
 ⼿  へ  の  農  地  の  集  積、  意  欲  あ  る  農  家  を  中  ⼼  と  し  た  営  農  組  織  化  や  営  農  組  織  の  法  ⼈  化  等  を  推  進  し、 
 効  率  的  な  農  業  ⽣  産  や  収  益  性  の  ⾼  い  品  種  の  導  ⼊、  営  農  形  態  の  組  織  化  を  図  り、  地  域  ぐ  る  み  の  効  率 
 的  な  営  農  の  展  開  等、  ⽣  産  性  の  ⾼  い  農  業  構  造  の  確  ⽴  を  ⽬  指  す。 
    ま  た、  こ  の  よ  う  な  現  状  を  踏  ま  え、  中  核  的  担  い  ⼿  と  な  る  農  家  と  兼  業  農  家、  ⾼  齢  農  家  と  の  役  割 
 を  明  確  化  す  る  と  と  も  に、  中  核  的  担  い  ⼿  と  な  る  農  家  が  不  ⾜  す  る  集  落  等  で  は、  地  域  農  業  の  将  来  を 
 ⾒  据  え  た  計  画  的  な  組  織  づ  く  り  を  推  進  し、  経  営  規  模・  作  業  規  模  の  拡  ⼤  を  図  り、  農  地  中  間  管  理  事 
 業  を  活  ⽤  す  る  な  ど  こ  れ  ら  ⽣  産  組  織  や  地  域  の  中  核  的  担  い  ⼿  等  へ  の  農  地  の  集  積  を  図  る。 

 ２     農  業  経  営  の  規  模  の  拡  ⼤  及  び  農  ⽤  地  等  の  効  率  的  か  つ  総  合  的  な  利  ⽤  の  促  進  を  図  る  た  め  の  ⽅  策 
 農  業  就  業  者  の  ⾼  齢  化  の  進  ⾏  や  後  継  者  不  ⾜、  さ  ら  に  は  有  害  ⿃  獣  に  よ  る  被  害  か  ら  営  農  意  欲  が  無 

 く  な  り  離  農  す  る  な  ど、  遊  休  農  地  や  荒  廃  農  地  が  増  加  傾  向  に  あ  る。 
 こ  れ  ら  の  課  題  を  解  消  す  る  た  め、  集  落  の  話  し  合  い  に  基  づ  き  新  規  参  ⼊  者  の  受  ⼊  及  び  集  落  や  地  域 

 を  単  位  と  し  た  営  農  組  織  や  農  業  ⽣  産  法  ⼈  の  経  営  基  盤  の  強  化  を  図  り、  規  模  拡  ⼤  や  ⾼  収  益  作  物  の  新 
 規  導  ⼊、  経  営  多  ⾓  化  な  ど  の  取  り  組  み  を  ⽀  援  し、  中  核  的  な  担  い  ⼿  の  育  成  を  促  進  す  る  と  と  も  に、 
 農  地  中  間  管  理  事  業  の  活  ⽤  に  よ  る  農  地  集  積  等  を  積  極  的  に  推  進  し  て  い  く。 
 （１）  地  域  農  業  組  織  及  び  農  業  ⽣  産  組  織  育  成  対  策 
    本  市  の  農  業  集  落  に  は  そ  れ  ぞ  れ  農  事  組  合  組  織  が  形  成  さ  れ  て  お  り、  集  落  内  の  話  し  合  い  を  進  め  る 
 こ  と  に  よ  り、  地  域  営  農  組  織  の  設  ⽴  に  向  け  た  ⽀  援  を  推  進  し、  ⼟  地  利  ⽤  調  整  を  ⾏  う  こ  と  に  よ  り  農 
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 営  農  類  型  ⽬  標  規  模  作  ⽬  構  成  ⼾  数  関  係  集  落  番  号 
 流  動  化  ⽬  標 

 ⾯  積 

 協 
 業 
 経 
 営 

 養  鶏 
 施  設  園  芸  ＋  露  地  ＋ 
 ⽔  稲  ＋  観  光  農  園 

 集  落  営  農  ＋  ⼩  ⾖ 

 ⽔  稲  作  業  受  託 

 ⽔  稲  ＋  露  地  ＋  施  設 
 園  芸 

 採  卵  鶏  66  万  ⽻ 
 苗  物  （ハ  ウ  ス）  74 
 ａ 
 苗  物  （露  地）  30  ａ 
 花  （ハ  ウ  ス）  6  ａ 
 露  地  80  ａ 
 ⽔  稲  300  ａ 
 観  光  農  園  6  ａ 
 ⽔  稲  690  ａ 
 ⼩  ⾖  240  ａ 
 市  ⺠  農  園  25  ａ 
 野  菜  5  ａ 
 ⽔  稲  （全  ⾯）  350  ａ 
 ⽔  稲  作  業  受  託  750  ａ 
 ⽔  稲  864  ａ 
 ハ  ウ  ス  15  ａ 
 露  地  108  ａ 

 採  卵  鶏  66  万  ⽻ 
 苗  物  （施  設）  74  ａ 
 苗  物  （露  地）  30  ａ 
 花  （施  設）  6  ａ 
 露  地  野  菜  80  ａ 
 ⽔  稲  300  ａ 
 観  光  農  園  6  ａ 
 ⽔  稲  690  ａ 
 ⼩  ⾖  240  ａ 
 市  ⺠  農  園  25  ａ 
 野  菜  5  ａ 
 ⽔  稲  （全  ⾯）  350  ａ 
 ⽔  稲  作  業  受  託  750  ａ 
 ⽔  稲  864  ａ 
 施  設  野  菜  15  ａ 
 露  地  野  菜  108  ａ 

 3 
 1 

 2 

 2 

 2 

 市  内  全  域 
 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 市  内  全  域 

 198  万  ⽻ 
 496  ａ 

 1,920  ａ 

 2,200  ａ 

 1,974  ａ 



 業  ⽣  産  体  制  を  確  ⽴  す  る。 
    ま  た、  農  業  協  同  組  合  で  組  織  さ  れ  た  各  種  作  物  の  ⽣  産・  出  荷  グ  ルー  プ  及  び  ⾃  主  的  に  結  成  さ  れ  た 
 ⽣  産  者  グ  ルー  プ  に  対  す  る  ⽀  援  や  農  家  の  こ  だ  わ  り  の  産  品  を  「ふ  る  さ  と  舞  鶴  あ  ぐ  り  ブ  ラ  ン  ド」  と 
 し  て  推  奨  す  る  な  ど、  地  元  特  産  品  と  し  て  付  加  価  値  を  ⾼  め、  ⽣  産  意  欲  の  向  上  や  販  売  促  進  の  ⽀  援  を 
 す  る  こ  と  に  よ  り、  ⽣  産  グ  ルー  プ  等  の  育  成  を  推  進  す  る。 
 （２）  農  業  経  営  基  盤  強  化  促  進  事  業  の  流  動  化  対  策    
    現  在  荒  廃  し  て  い  る  農  地  の  状  況  を  把  握  す  る  と  と  も  に、  農  業  委  員  会  と  連  携  を  と  り、  遊  休  農  地  及 
 び  保  全  管  理  等  の  情  報  収  集  を  ⾏  い、  荒  廃  化  の  防  ⽌  を  積  極  的  に  進  め  る  た  め、  農  地  の  所  有  者  の  耕  作 
 意  欲  に  つ  い  て  把  握  し、  耕  作  不  能  地  に  つ  い  て  は  隣  接  地  主  や  担  い  ⼿  農  家  等  へ  の  貸  借  を  促  す  こ  と  に 
 よ  り  流  動  化  を  進  め、  農  地  の  有  効  的  な  利  ⽤  を  進  め  る。 
    ま  た、  中  核  的  担  い  ⼿  の  確  保  や  育  成  を  図  る  観  点  か  ら、  利  ⽤  権  設  定  な  ど  流  動  化  対  策  を  中  ⼼  に  ⼟ 
 地  利  ⽤  型  農  業  を  進  め  る  た  め  の  条  件  整  備  を  ⾏  な  う。  さ  ら  に  受  け  ⼿  の  対  象  を  農  地  の  集  積  が  可  能  と 
 な  る  農  家  と  す  る  た  め、  集  落  内  及  び  営  農  組  織  内  の  話  し  合  い  が  ⼗  分  図  れ  る  よ  う  「京  ⼒  農  場  プ  ラ 
 ン」  の  策  定  を  通  じ、  地  域  農  業  の  あ  り  ⽅  や  農  地  保  全  に  つ  い  て  検  討  し  て  い  く。 
 （３）  農  作  業  の  ⽣  産  性  の  向  上  と  効  率  化  対  策 
    本  市  で  は  農  家  ⼀  ⼾  あ  た  り  の  経  営  耕  地  ⾯  積  が  約  ３  ８  ａ  と  零  細  で  あ  り、  更  に  は  湿  ⽥、  不  整  形  ⽥ 
 が  多  い  た  め  ⽣  産  性  の  向  上  に  限  界  が  あ  る。  こ  の  た  め、  地  域  営  農  組  織  を  中  ⼼  に  ⼤  規  模  経  営  に  よ  る 
 経  営  の  効  率  化  を  推  進  し  て  い  く  こ  と  が  重  要  で  あ  る。 

 特  に、  ⽔  ⽥  農  業  を  取  り  巻  く  環  境  が  厳  し  さ  を  増  す  中  で、  「京  の  輝  き」  や  「特  別  栽  培  ⽶」  な  ど 
 需  要  に  応  じ  た  ⽶  づ  く  り  や  ⽔  ⽥  の  有  効  活  ⽤  に  よ  る  万  願  寺  ⽢  と  う  を  は  じ  め  と  す  る  特  ⾊  あ  る  産  地  づ 
 く  り  の  推  進  を  図  る  た  め、  地  域  の  営  農  組  織  の  必  要  と  す  る  機  械  等  の  整  備  を  ⽀  援  し、  経  営  規  模  拡  ⼤ 
 を  進  め、  ⽣  産  性・  効  率  性  の  向  上  を  図  る。 
 （４）  地  ⼒  の  維  持  増  進  対  策 
    近  年  の  「安  ⼼・  安  全」  な  農  作  物  に  対  す  る  消  費  者  ニー  ズ  の  ⾼  ま  り  や  環  境  へ  の  配  慮  な  ど  有  機  堆 
 肥  の  使  ⽤  が  増  加  し  て  お  り、  ⽣  産  農  家  及  び  営  農  組  織  と  畜  産  農  家  と  の  連  携  を  図  り、  ⽜  糞  や  鶏  糞  を 
 有  効  に  活  ⽤  し、  ⼟  壌  還  元  を  積  極  的  に  進  め  地  ⼒  の  維  持、  増  進  を  図  る。 

 ３     森  林  の  整  備  そ  の  他  林  業  の  振  興  と  の  関  連 
    本  市  の  農  家  は  林  業  と  の  兼  業  が  多  く、  林  業  の  振  興  と  農  業  の  振  興  を  ⼀  体  的  な  も  の  と  し  て  推  進  す 
 る  こ  と  が  必  要  で  あ  り、  農  業  の  経  営  規  模  の  拡  ⼤  や  農  ⽤  地  の  総  合  的  な  利  ⽤  の  促  進  を  図  る  と  と  も 
 に、  し  い  た  け、  ま  つ  た  け、  く  り、  ⼭  菜  等  特  ⽤  林  産  物  と  合  わ  せ  た  複  合  的  な  ⽣  産  振  興  に  努  め  る。 

 第  ５     農  業  近  代  化  施  設  の  整  備  計  画 
 １     農  業  近  代  化  施  設  の  整  備  の  ⽅  向 

 本  市  の  主  要  作  物  は、  ⽶、  野  菜  （施  設  及  び  露  地）、  茶、  畜  産、  ⼩  ⾖  で  そ  れ  ぞ  れ  ⽣  産  グ  ルー 
 プ、  ⽣  産  組  織  に  よ  る  営  農  が  ⾏  な  わ  れ  て  お  り、  こ  れ  ら  組  織  の  育  成・  強  化  を  重  点  に  し  た  近  代  化  施 
 設  の  整  備  を  実  施  し、  農  業  経  営  の  近  代  化  を  図  る。 

 ま  た、  ICT  の  活  ⽤  に  よ  る  農  作  物  の  栽  培  条  件  の  最  適  化  や、  ⾼  い  ⽣  産  技  術  を  持  つ  篤  農  家  の  技 
 術・  ノ  ウ  ハ  ウ  を  デー  タ  化・  可  視  化  し、  活  ⽤  可  能  と  す  る  技  術  の  確  ⽴  に  よ  る  ⽣  産  性  向  上、  ⽣  産  か 
 ら  消  費  ま  で  の  情  報  連  携  に  よ  る  消  費  者  の  ニー  ズ  に  対  応  し  た  農  作  物  の  ⽣  産  や  付  加  価  値  の  向  上  が  期 
 待  さ  れ  て  い  る  こ  と  か  ら、  そ  れ  ら  新  技  術  の  可  能  性  に  つ  い  て  検  討  を  ⾏  う。 
    ⽔  稲  に  つ  い  て  は、  集  落  営  農  組  織  や  認  定  農  業  者  等  の  担  い  ⼿  に  お  け  る  経  営  の  効  率  化  を  図  る  た 
 め、  農  機  具  等  へ  の  ⽀  援  を  図  る  ほ  か、  ラ  イ  ス  セ  ン  ター  等  の  有  効  活  ⽤  を  図  り、  乾  燥、  調  整  や  集  出 
 荷  作  業  の  ⼀  元  化  の  促  進  等  に  よ  り、  省  ⼒  化  と  低  コ  ス  ト  化  を  図  る。 
    野  菜  に  つ  い  て  は、  ⾼  品  質  化、  安  全  志  向  と  新  鮮  な  地  場  野  菜  を  求  め  る  消  費  者  ニー  ズ  に  応  え  る  た 
 め  に、  ⽣  産  組  織  及  び  品  ⽬  別  ⽣  産  グ  ルー  プ  等  の  育  成  を  図  り、  地  ⽅  卸  売  市  場  へ  の  地  場  産  野  菜  の  計 
 画  ⽣  産・  計  画  出  荷  体  制  の  確  ⽴  を  図  る  と  と  も  に、  ⼤  消  費  市  場  へ  の  出  荷  を  ⽬  指  し  た  有  利  作  物  の  ⽣ 
 産  拡  ⼤  や、  加  ⼯  ⾷  品  の  開  発、  6  次  産  業  化  等  を  図  り、  多  ⾓  的  な  産  地  体  制  づ  く  り  を  推  進  す  る  た 
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 め、  園  芸  ⽤  ハ  ウ  ス  や  加  温  施  設  な  ど  ⽣  産  施  設  の  整  備  を  ⽀  援  す  る。 
    茶  に  つ  い  て  は、  全  国  茶  品  評  会  で  連  続  し  て  産  地  賞  を  受  賞  す  る  な  ど、  適  期  適  採  及  び  施  肥・  病  害 
 ⾍  防  除  等  栽  培  管  理  の  統  ⼀  が  さ  れ  る  ⾼  位  平  準  化  が  進  ん  で  お  り、  今  後  は  ⼀  層  の  品  質  向  上  に  向  け  た 
 ⽣  産  体  制  の  整  備  に  努  め  る  と  と  も  に、  新  規  茶  園  の  造  成・  ⽼  朽  茶  園  の  優  良  品  種  へ  の  改  植  等  に  よ 
 り、  優  良  茶  園  の  確  保・  充  実  を  図  る。 
    酪  農  に  つ  い  て  は、  ⽣  乳  の  ⽣  産  性、  品  質  向  上  を  図  り、  経  営  体  質  の  改  善、  強  化  に  努  め  る。 

 ま  た、  既  存  の  堆  肥  発  酵  施  設  を  活  ⽤  し、  良  質  堆  肥  の  商  品  化  に  よ  る  流  通  促  進  に  努  め  る  と  と  も 
 に、  こ  れ  を  活  ⽤  し  た  ⾃  然  循  環  機  能  を  ⽣  か  し  た  持  続  可  能  な  農  業  の  推  進  及  び  飼  料  作  物  の  ⾃  給  率  向 
 上  等、  畜  産  農  家  と  耕  種  農  家  と  の  連  携  に  よ  り  両  者  の  経  営  の  安  定  的  な  発  展  を  図  る。 
 （１）  東  地  区 
    当  地  区  は、  基  盤  整  備、  近  代  化  施  設  整  備  と  も  ⼀  定  の  整  備  が  進  め  ら  れ  た  ⼤  浦  地  域  と、  パ  イ  プ  ハ 
 ウ  ス  に  よ  る  施  設  園  芸  が  盛  ん  な  市  街  化  区  域  周  辺  地  域  に  ⼆  分  す  る  こ  と  が  で  き  る。  ⼤  浦  地  域  に  つ  い 
 て  は、  従  来  か  ら  先  進  的  な  農  家  に  よ  る  栽  培  技  術  を  ⽣  か  し  た  営  農  が  ⾏  な  わ  れ  て  い  る  が、  こ  れ  を  地 
 域  農  場  と  し  て  ⼀  体  と  なっ  た  産  地  形  成  を  図  る  こ  と  が  必  要  で  あ  る。 

 ま  た、  多  祢  寺  ⾼  原  牧  場  の  堆  肥  セ  ン  ター  を  活  ⽤  し、  ⽜  糞  等  の  堆  肥  化  を  推  進  し、  こ  の  堆  肥  を  利 
 ⽤  し  た  「⼟  づ  く  り」  を  推  進  す  る。 

 さ  ら  に  ラ  イ  ス  セ  ン  ター  の  利  ⽤  に  よ  り  作  業  受  託  を  推  進  し、  作  付  け  品  種  別  の  団  地  化  を  図  り  作  業 
 効  率  を  ⾼  め  る  と  共  に  ⽣  産  コ  ス  ト  の  低  下  を  図  る。 

 （２）  ⻄  地  区 
    当  地  区  は、  基  盤  整  備  が  進  み  つ  つ  あ  る  地  域  で  あ  る  が、  近  代  化  施  設  の  整  備  に  つ  い  て  は  ⼗  分  と  は 
 い  え  な  い。  た  だ  し、  中  筋  地  区  で  パ  イ  プ  ハ  ウ  ス  が  整  備  さ  れ  て  お  り、  軟  弱  野  菜  を  中  ⼼  と  し  た  ⽣  産 
 が  ⾏  な  わ  れ  て  い  る。  ま  た、  ⻄  地  区  は  商  品  化  率  の  ⾼  い  露  地  野  菜  等  を  ⽣  産  す  る  都  市  近  郊  型  農  業  の 
 発  展  が  今  後  ⾒  込  ま  れ  る  地  域  で  あ  る  こ  と  か  ら、  野  菜  ⽣  産  グ  ルー  プ  育  成  の  た  め  の  関  連  施  設  の  整 
 備・  充  実  を  図  る。 

 （３）  加  佐  地  区 
    当  地  区  は、  由  良  川  流  域  を  中  ⼼  に  広  域  の  団  地  を  有  し、  基  盤  整  備  に  つ  い  て  は  進  ん  で  お  り、  ⽔ 
 稲、  ⼩  ⾖、  茶  の  ⼟  地  利  ⽤  型  農  業  を  中  ⼼  と  し  た  営  農  が  集  落  単  位  に  ⾏  な  わ  れ  て  い  る。  ま  た、  台  ⾵ 
 や  ⼤  ⾬  に  よ  る  浸  ⽔  被  害  が  平  成  16  年  以  降  ５  回  発  ⽣  し  て  お  り、  ⽔  害  の  恐  れ  の  な  い  地  域  に  新  た  な  施 
 設  園  芸  ⽤  集  積  地  を  形  成  す  る  こ  と  で、  新  規  就  農  者  や  経  営  拡  ⼤  を  ⾏  う  農  業  者  へ  の  利  ⽤  を  促  進  す 
 る。 
    今  後、  ⽔  稲  に  つ  い  て  は  集  落  営  農  の  組  織  化  や  法  ⼈  化  を  推  進  す  る  た  め、  共  同  利  ⽤  の  ⼤  型  機  械  と 
 ラ  イ  ス  セ  ン  ター  と  の  組  合  せ  に  よ  る  作  業  効  率  の  向  上  と  ⽣  産  コ  ス  ト  の  低  減  を  図  り、  ⼩  ⾖  に  つ  い  て 
 は  営  農  組  合  等  に  よ  る  集  団  栽  培  及  び  共  同  作  業  化  を  推  進  し、  作  付  け  規  模  の  拡  ⼤、  作  業  の  省  ⼒  化  を 
 実  施  す  る  と  と  も  に、  茶  に  つ  い  て  は  省  ⼒  化  を  図  る  た  め  ⾃  動  茶  刈  機、  施  肥  機  等  の  導  ⼊  を  図  る。 
    ま  た、  地  区  内  の  畜  産  農  家  と  施  設  園  芸  農  家  と  の  連  携  を  図  る  こ  と  に  よ  り、  ⽜  糞  堆  肥  等  に  よ  る 
 「⼟  づ  く  り」  を  積  極  的  に  推  進  す  る  と  と  も  に、  飼  料  作  物  の  ⽣  産  振  興  等  を  図っ  て  い  く。 

 ２     農  業  近  代  化  施  設  整  備  計  画 

 施  設  の  種  類 
 位  置  及  び 

 規  模 
 受  益  の  範  囲 

 対  図  番  号  備  考 
 受  益  地  区  受  益  ⾯  積 

 農  機  具  導  ⼊  与  保  呂  ―  1 
 精  ⽶  機、  揚  穀 
 機、  籾  摺  り  機 

 ⼤  型  農  機  具  導  ⼊  泉  源  寺  ―  2 
 ト  ラ  ク  ター、 
 代  か  き  機 

 ⼤  型  農  機  具  導  ⼊  岡  ⽥  中  ―  3  コ  ン  バ  イ  ン 
 ⼤  型  農  機  具  導  ⼊  ⻄  ⽅  寺  ―  4  ⽥  植  え  機 
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 農  機  具  導  ⼊  ⻑  ⾕  ―  5 
 精  ⽶  機、  ⽯  抜 
 き  機、  揚  穀  機 

 各  種  設  備  更  新  志  ⾼  ほ  か  45  ａ  6 

 ３     森  林  の  整  備  そ  の  他  林  業  の  振  興  と  の  関  連 
 本  市  の  林  家  は  農  業  と  の  兼  業  が  多  い  た  め、  労  働  ⼒  の  配  分  を  適  正  か  つ  効  率  的  に  活  ⽤  す  る  こ  と  が 

 農  林  業  従  事  者  の  収  ⼊  の  安  定・  確  保  に  つ  な  が  る  こ  と  に  な  る。  こ  の  た  め  農  業  近  代  化  施  設  を  整  備 
 し、  労  働  ⼒  を  省  ⼒  化  す  る  こ  と  に  よ  り  余  剰  労  働  ⼒  を  ⽣  み  出  し、  収  ⼊  の  安  定・  確  保  を  図  る。 
   
 第  ６     農  業  を  担  う  べ  き  者  の  育  成‧  確  保  施  設  の  整  備  計  画 

 １     農  業  を  担  う  べ  き  者  の  育  成‧  確  保  施  設  の  整  備  の  ⽅  向 
    新  規  学  卒、  離  職  に  よ  る  就  農  者  が  効  率  的  か  つ  安  定  的  に  農  業  経  営  が  ⾏  な  え  る  よ  う、  農  業  ⼤  学  校 
 と  の  連  携  や  資  ⾦  ⾯  で  は  新  規  就  農  資  ⾦、  新  規  就  農  研  修  で  は  担  い  ⼿  養  成  実  践  農  場  整  備  ⽀  援  事  業  等 
 の  就  農  研  修  制  度  等  を  通  じ、  そ  の  育  成・  確  保  に  努  め  て  い  る。 

 今  後  は、  ⽣  産  ⽅  式  の  ⾼  度  化  や  経  営  管  理  の  複  雑  化  に  対  応  し  た  ⾼  い  能  ⼒  を  有  す  る  ⼈  材  の  育  成・ 
 確  保  に  取  り  組  む  た  め、  意  欲  と  能  ⼒  の  あ  る  者  が  幅  広  く  か  つ  円  滑  に  農  業  に  参  ⼊  し  う  る  よ  う  な  研  修 
 等  の  充  実  を  図  る。 

 ２     農  業  就  業  者  育  成‧  確  保  施  設  整  備  計  画 
       該  当  な  し 

 ３     農  業  を  担  う  べ  き  者  の  た  め  の  ⽀  援  の  活  動 
 ⼤  ⼈  ⼆  ⼈  と  ⼦  供  ⼆  ⼈  ま  で  ⽣  活  が  可  能  な  ⽣  活  ス  ペー  ス  及  び  付  属  農  園  を  備  え  た  滞  在  型  農  林  業  体 

 験  実  習  施  設  「ト  レー  ラー  ハ  ウ  ス  あ  か  い  わ」  で  は、  現  場  （農  村）  で  研  修  し  な  が  ら  就  農  を  ⽬  指  す 
 ⼈  を  受  け  ⼊  れ  て  い  る  ほ  か、  空  き  家  情  報  バ  ン  ク  制  度  な  ど  移  住  促  進  施  策  を  活  ⽤  し、  新  規  就  農  者  等 
 の  ⽣  活  ス  ペー  ス  確  保  に  努  め  る。 
    今  後  は、  新  規  就  農  者  等  を  対  象  と  し  た  研  修  事  業  や  就  農  環  境  の  整  備、  経  営  ⽀  援  策  を  府、  J  Ａ  等 
 関  係  機  関  と  連  携  し  て  積  極  的  に  取  り  組  む。 
    ま  た、  認  定  農  業  者  の  育  成  を  積  極  的  に  ⾏  う  と  と  も  に、  営  農  組  織  が  法  ⼈  化  を  す  る  場  合  は  登  記  関 
 連  経  費  等  の  補  助  を  す  る  な  ど、  そ  の  ⽀  援  に  努  め  る。 
    併  せ  て、  農  業  と  加  ⼯、  流  通、  販  売、  観  光  等  を  組  み  合  せ  た  ア  グ  リ  ビ  ジ  ネ  ス  等  の  6  次  産  業  化  や 
 農  商  ⼯  連  携  を  積  極  的  に  推  進  す  る  た  め、  6  次  産  業  化  ア  ド  バ  イ  ザー  に  よ  る  相  談  事  業  等  を  ⾏  い、  ⽀ 
 援  を  図  る。 

 第  ７     農  業  従  事  者  の  安  定  的  な  就  業  の  促  進  計  画 

 １     農  業  従  事  者  の  安  定  的  な  就  業  の  促  進  の  ⽬  標 
    本  市  の  場  合、  兼  業  農  家  や  農  家  世  帯  員  の  就  業  状  況  に  つ  い  て  は、  不  安  定  就  業  で  あ  る  ⽇  雇  い、  臨 
 時、  出  稼  ぎ  は  少  な  く、  ま  た  市  外  へ  の  就  業  も  ⽐  較  的  少  な  い  こ  と  か  ら  ⼀  定  の  安  定  的  な  状  況  に  あ 
 る。  し  か  し、  農  家  の  約  ８  割  を  占  め  る  兼  業  農  家  で  は、  農  業  を  実  質  的  に  担  う  者  は  企  業  退  職  後  に  専 
 従  と  なっ  た  ⾼  齢  者  及  び  兼  業  農  家  の  主  婦  が  中  ⼼  と  なっ  て  い  る。 

 今  後、  農  業  後  継  者  を  確  保  し  て  い  く  た  め  に  は、  地  域  の  中  核  的  担  い  ⼿  で  あ  る  認  定  農  業  者  等  の  経 
 営  規  模  拡  ⼤  に  よ  る  （他  産  業  と  く  ら  べ  遜  ⾊  の  な  い）  所  得  確  保  や、  施  設  野  菜  を  主  体  と  し  た  商  品  性 
 の  ⾼  い  農  産  物  の  ⽣  産  及  び  ブ  ラ  ン  ド  化  の  推  進、  直  売  事  業  な  ど  担  い  ⼿  の  意  欲  や  体  ⼒  に  応  じ  た  条  件 
 整  備  を  図  る  と  と  も  に、  地  域  ぐ  る  み  の  効  率  的  な  営  農  の  展  開  等、  ⽣  産  性  の  ⾼  い  農  業  構  造  の  確  ⽴  を 
 ⽬  指  す  中  で、  農  業  ⽣  産  法  ⼈  や  ⼤  規  模  農  家  に  よ  る  雇  ⽤  の  創  出  や  農  家  レ  ス  ト  ラ  ン、  体  験  農  園  等  の 
 農  村  ビ  ジ  ネ  ス  や  6  次  産  業  化  を  推  進  し、  地  域  で  の  就  業  機  会  の  創  出  を  図  る。 

 単  位  ：  ⼈ 
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 区  分 

 主  に  仕  事 
 主  に  家 

 事・  育  児 
 学  ⽣  そ  の  他  合  計  ⾃  営  農 

 業  が  主 
 勤  務  が  主 

 農  業  以  外 
 の  ⾃  営  業 

 が  主 
 ⼩  計 

 男  ⼥  計  1,248  1,076  89  2,413  269  173  209  3,064 
 男  616  623  70  1,309  5  82  78  1,474 
 ⼥  632  453  19  1,104  264  91  131  1,590 

 ※     ２  ０  １  ０  年  農  林  業  セ  ン  サ  ス  か  ら 

 ２     農  業  従  事  者  の  安  定  的  な  就  業  の  促  進  を  図  る  た  め  の  ⽅  策 
 地  域  の  中  核  的  担  い  ⼿  で  あ  る  認  定  農  業  者  へ  の  農  地  の  流  動  化  を  促  進  す  る  中  で、  農  地  中  間  管  理  事 

 業  を  活  ⽤  し、  農  地  の  出  し  ⼿  と  な  る  農  家  と  離  農  指  向  の  農  家  を  把  握  し、  離  農  後  の  余  剰  労  働  ⼒  の  受 
 け  ⽫  と  な  る  べ  き  就  業  先  を  確  保  す  る  こ  と  は  地  域  存  ⽴  の  た  め  に  も  重  要  な  こ  と  で  あ  り、  流  動  化  と  併 
 せ  進  め  て  い  く  必  要  が  あ  る。 

 ま  た、  兼  業  農  家  を  希  望  す  る  者  や  農  家  世  帯  員  に  対  し  て  は、  農  業  ⽣  産  法  ⼈  や  担  い  ⼿  農  家  の  ⼤  規 
 模  化  に  よ  る  雇  ⽤  の  創  出  を  図  る  た  め、  積  極  的  な  ⽀  援  を  ⾏  う  と  と  も  に、  農  村  ビ  ジ  ネ  ス  や  6  次  産  業 
 化  に  よ  る  新  た  な  就  業  機  会  や  収  ⼊  を  得  る  た  め  の  仕  組  づ  く  り  に  努  め  る。 

 さ  ら  に、  ジョ  ブ  サ  ポ  や  就  業  ⽀  援  セ  ン  ター  等  と  も  連  携  し、  本  市  及  び  周  辺  地  域  で  の  農  外  就  労  の 
 安  定  化  を  図  る  た  め  の  相  談  等  を  積  極  的  に  推  進  す  る。 

 ３     森  林  の  整  備  そ  の  他  林  業  の  振  興  と  の  関  連 
 本  市  の  農  家  は  林  業  と  の  兼  業  が  多  く、  そ  の  所  有  す  る  森  林  ⾯  積  も  ５  ha  未  満  の  零  細  規  模  で  あ  る。 
 こ  の  た  め、  複  数  の  森  林  所  有  者  に  よ  る  ⾯  的  な  ま  と  ま  り  を  もっ  た  施  業  を  推  奨  す  る  と  と  も  に、  林 

 業  機  械  を  活  ⽤  し、  作  業  道  な  ど  ⽣  産  基  盤  の  拡  充  及  び  施  業  の  合  理  化・  効  率  化  を  図  る  こ  と  に  よ  り、 
 バ  ラ  ン  ス  の  取  れ  た  農  業  及  び  林  業  経  営  の  実  現  を  ⽬  指  す。 

 第  ８     ⽣  活  環  境  施  設  の  整  備  計  画 

 １     ⽣  活  環  境  施  設  の  整  備  の  ⽬  標 
 経  済  情  勢  の  変  化  に  よ  り、  農  村  地  域  の  農  家・  ⾮  農  家  の  混  在  化  が  進  ⾏  し、  農  家  間  の  連  帯  感  の  低 

 下  や  個  ⼈  主  義  の  意  識  が  強  く  な  り、  農  村  の  活  性  化  を  阻  害  す  る  要  因  と  なっ  て  き  て  い  る。  こ  の  た 
 め、  農  村  地  域  へ  の  ⼈  ⼝  の  定  着、  特  に  農  業  後  継  者  を  含  め  た  若  者  の  定  着  を  図  る  う  え  で  ⽣  活  環  境  施 
 設  の  整  備  は  極  め  て  重  要  で  あ  る。 

 農  村  地  域  へ  の  定  住  条  件  の  整  備  を  進  め  る  た  め、  保  健  性  （上・  下  ⽔  道、  病  院  等）、  利  便  性  （道 
 路・  交  通  網）、  快  適  性  （福  祉  施  設  等）  を  考  慮  し、  安  全  で  快  適  な  む  ら  づ  く  り  を  ⽬  指  す。 

 ２     ⽣  活  環  境  施  設  整  備  計  画 

 施  設  の  種  類  位  置  及  び  規  模  利  ⽤  の  範  囲  対  図  番  号  備  考 
 消  ⽕  栓  6  基  ⼩  原  1 
 防  ⽕  ⽔  槽  １  基  40  ㎡  真  壁  2 

 上  ⽔  道  統  合 
 532  ⼈、  330  ㎥  / 
 ⽇ 

 ⽥  井、  成  ⽣、  野  原 
 3 

 上  ⽔  道  統  合  195  ⼈、  74  ㎥  /  ⽇ 
 上  根、  寺  ⽥、  ⽩  滝、  岸 
 ⾕ 

 4 

 上  ⽔  道  70  ⼈、  26  ㎥  /  ⽇  ⼩  原  5 
 浄  化  槽  50  基  44  地  区  6 
 公  共  下  ⽔  道  12  地  区  7 
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 ３     森  林  の  整  備  そ  の  他  林  業  の  振  興  と  の  関  連 
 森  林  整  備  計  画  と  の  整  合  を  図  り  つ  つ  各  関  連  事  業  と  の  連  携  を  保  ち  な  が  ら、  各  地  域  に  お  い  て  ⽣  活 

 環  境  施  設  が  適  切  に  整  備  さ  れ  る  よ  う、  周  辺  の  森  林  環  境  の  保  全  に  努  め  る。 

 ４     そ  の  他  の  施  設  の  整  備  に  係  る  事  業  と  の  関  連 
    農  村  ⽣  活  環  境  施  設  の  必  要  性  に  加  え、  事  業  規  模  な  ど  に  つ  い  て  も  関  係  機  関・  部  署  と  連  携  の  上、 
 相  乗  効  果  を  ⽣  み  出  せ  る  よ  う  推  進  し  て  い  く。 

 第  ９     付  図 

 別  添 
 １     ⼟  地  利  ⽤  計  画  図  （付  図  １  号） 
 ２     農  業  ⽣  産  基  盤  整  備  開  発  計  画  図  （付  図  ２  号） 
 ３     農  業  近  代  化  施  設  整  備  計  画  図  （付  図  ３  号） 
 ４     ⽣  活  環  境  施  設  整  備  計  画  図  （付  図  ４  号） 
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